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Abstract

　　In　this　paper，th6geological　distributiqn　of　Kieslager　deposits，which　oCcur　in　Ch6shidaki，

Narutaki，Rokur6，Mit3uho　and　also　other　mines　in　the、mlddle　part　of　Ehime　Prefecture，is
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1．緒　　言

　愛媛県中部の含銅硫化鉄鉱床地域は本所事業計画とし

亡，　昭和25年度に優量鉱貞1），昭和26年度に二川登鉱

山2）の調査が行われている。　昭和28年度はその継続事

業として，10月10日から16日間，銚子滝鉱’山を中心

としてその周辺に分布する鳴滝鉱山・六郎鉱山亀満穂鉱

山等の含銅硫化鉄鉱床および万年鉱山のアンチモニー鉱

床，古宮鉱山のマンガン鉱床を調査した。今回は現在稼
”
行 中の銚子滝鉱山の精査に主力を注ぎ，その他の諸鉱山

については地質・鉱床・‘鉱石学的な立場から銚子滝鉱床

と対比しつつ構査を試み，区域全般についての概念を把

むことに努力した。

　なお29年度以降も本鉱床地帯を東西に追跡し，　主と

・して層序・母岩・地質構造等と鉱床どの関連性を究めつ

つ調査範囲を拡張して行く方針である。

2，総　．論

　2．1　鉱山の分布および交通（第1図参照）

　今回調査の対象とレた区域曝松山市南方直距13km附

近から同20km附近に至る砥部川流域で1東西約6km，．・

南北約7kmの区域内に上記諸鉱山が分布している。区

域の北方から優量鉱山・万年鉱山・古宮鉱山ノ鳴滝鉱山・

銚子滝鉱山・六郎鉱山・満穂鉱山が散在砺区域南西部

には二川登鉱山がある。

　松山市から喜多郡大瀬村・小田町村方面に通ずる砥部’

衝道には定期バスおよびトラツクの便が頻繁にあり，本

区域内の諸鉱山は街道沿い，もしくはその近傍に位置す

．るものが多いので，交通運搬上恵まれた立地條件にある。
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　2。2　地形および地質（第2図参照）

　本区域の地形は特にその構成地質と密接な関連性を示

している。四国の中央山脈に沿つてほ穿東西に典型的な

帯状分布をなす結晶片岩帯中に，石槌山附近から障子山

にかけて南北に短径約15km，東西1と長径約35kmの擬

楕円形状をなして第三系が顕著に発達し，著しい特徴を

示している。本調査区域はこの第三系発達地の西端部に

あたる。

、砥部川およびその支流沿いの標高150～500mの侵蝕

作用の著しい低部は，V字形の急崖を形成することが多

く，　本地域の基盤をなす結晶片岩類の露出がよい。　漢

谷・河川から遠ぎかるにつれてこれを被覆する第三系が

発達し，緩慢な丘陵性地貌を呈し，また水梨山・城山・

方年等はその後の新期火山活動の名残りとして群峯を形

交通図
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愛媛県中部地域含銅硫化鉄鉱床調査報告（1）　（高瀬　博）

第1表
現　　世　　層

新第三系　（中新期）

三波川系
結晶片岩類

砂　　・　礫

『礫岩層（頁岩・砂岩・亜炭の
薄層を挾有する）

基底礫岩層

緑色片岩（赤鉄石英片岩・石
墨片岩の薄層を挾有する）

安山岩g玄武岩・石英粗面岩・石英
閃緑岩貫入。安出岩熔岩選出。

アンチモニー
鉱床

含銅硫化鉄鉱床
マンガン鉱床

成している。したがつて砥部川本流または漢谷等の低所

、に・地窓として露出する結晶片岩帯のみに既矯錫硫化

鉄鉱床・マンガン鉱床が分布している。

　結晶片岩類とこれを不整合に被覆する新第三系はとも

に安山岩・石英粗面岩・玄武岩・石英閃緑岩等の岩脈・

岩床・岩瘤によつて貫搬かれ，また安山岩熔岩に覆われ

ている。結晶片岩類と新第三系との間には，一結晶片岩礫

が同質物で膠結きれた厚き10m以下のいわゆる基底礫

岩層1）が介在している。これは基盤の原地表面の崩壊礫

源のものと考えられ，第三系はその後の古期盆地で営ま

れた火山活動・堆積作用の産物と思われる。

　本地域の地質層序の概要を示すと第1表の通りである．

　（1）P結晶片岩類　7万5千分の1久万図幅3）によれ

ば，本地域の結晶片岩類は三波川系出石統に対比きれて

いる。主として緑色片岩からな軌石英片岩ないし赤鉄

石英片岩の薄層を挾む。砥部町余毛部落北方では石墨片

岩の薄層が挾まれるが，余毛以南では認められない。

　本岩類の片理の一般走向はN30～80。W，あるいはN

50～80。EでNまたはSへ20～70。傾斜し，千里口

部落附近から南方へかけて1～2kmの週期で，ほy

EてWの軸をもつ背斜および向斜構造が認められる．・

本岩類の線構造もほダE－Wに伸長し，EまたはW
へ300以下の落しを示し，招曲軸と大体平行している。

　緑色片岩は一般に灰緑色～黄緑色を呈し，主として角

閃石・緑泥石・絹雲母・石英・緑簾石等からなり，それ

らは一定の方向に配列するるまた一部には曹長石・輝石・

柘榴石等を含むことがある。鉱床に直接する附近では緑

犀石・石英・角閃石等炉主体をなし，黄鉄鉱・赤鉄鉱等

の鉱染または方解石・緑泥石細脈の貫入等が顕著となる。

鏡下では微摺曲構造を呈するのが普通である。

　石英片宕は灰白色・緻密・堅硬で・古宮鉱山のマンガ

ン鉱床の母岩をなしている。

　本岩は主として0．01mm内外の細粒石英からなり，

微粒の赤鉄鉱が斑点状に散点する。時に褐鉄鉱・方解石

を含むこともある。

　俗称r黒ハブ」は外観が優黒色，緻密，塊状であるが

鏡下では0，01～0．03mmの石英粒の集合か．らなり，黄

鉄鉱・赤鉄鉱等が鉱染している。稀に角閃石・脆雲母・

方解石等を含むことがある。

　別子鉱山で呼称されている4）「ハブ」ないし「赤ハブ」

が石英片岩に相当し「鬼ハブ」が「黒ハヴ」に相当する

ものと考えられる。

　（2）基底礫岩層　本層は久万図幅3）の石槌統（中新

期）とその下位にある三波川系結晶片岩類との間に発達

する。上述のように堆積盆地の周縁相を代表し，緑色片

岩の稜角に富む礫が同質物で堅硬，緻密に膠結きれたも

のである。礫の大ききは長径5～50c皿のものが普通で

あるが，稀に1m内外の巨礫が混在することがある・礫

の磨耗度は概して低いので，このことからも原地からの

移動距離が僅少なことがうか買われる。本層と緑色片岩

類とは断層で境きれることが多く，銚子滝鉱山ではその

境界直に沿つて安山岩岩脈が貫入してし〕る・本層とこの

上位註1）にある後記の新第三紀礫岩層との境界は明瞭

で，漸移状註1）を示すことはない。

　（3）新第三紀層　本層は主としで礫岩からなり，頁

岩・砂岩の薄層が介在する。区域の東部では砂岩層が厚

く発達しているが・砥部川寄りに参るにつれて次第に礫

岩に漸移する傾向がある。障子山および坂本村縮川北部

地域には，礫岩層または砂岩層の上位に白色緻密の凝灰

岩が発達している。走向・傾斜は不明瞭であるが，ほ穿

水平に近いもののようである。

　礫岩は長径1m以下の大小不同の円礫を砂質物が膠結

したもので，礫は粗粒砂岩がその木半を占め・粗粒黒雲

母花嵩岩（西南日本内帯型）・チャート・粘板岩・締晶

片岩等の礫を混えている。本層の厚きは200m内外と推

1定きれる。介在する頁岩璽砂岩の互層はプ般に軟質，淡，

、灰褐色であるが，時には黒色珪質の頁岩からなることむ

註1）久万図幅3）では本層と新三紀礫岩層どを同一層

　として取り扱つているが，坑内では明瞭に境界を

　認めることができた。
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地質調査所月報　（第7巻　第4毎1

ある。潤葉樹の葉・茎等の化石註2）を常に伴ない，銚子’

滝鉱山大切坑では坑口から150m附近に厚さ1～5cm

の亜炭層を挾有しているのが認められる。

　（4）　石英閃緑岩　本岩醤六郎山東麓附近に第三紀層

を貫ぬく小岩体として露出している。淡緑白色中粒で，

斜長石・角閃石・石英等の斑晶が肉眼的に認められる。

斜長石の絹雲母化，角閃石の緑泥石化が著しい。

　（5）　玄武岩　本岩は篠谷部落西方・水梨山西麓・満
’
穂
部 落西方等で第三紀礫岩層および安山岩体を岩脈状に

貫ぬいている。優黒色，緻密，塊状で，0．02m血内外の

斜長石が流状構造を示しその間を微粒あ輝石が嘩填して』

いる。、　　　　　　　　、

　（6）石英粗商岩　本岩は銚子滝鉱山大切坑およびそ

の北西部で第三紀層と安山岩熔岩との境界面に沿つて岩

床状に貫入している。灰白色斑状で，一般に石基および

長石斑晶は絹雲母化作用ないし陶石化作用を受けている。

石英斑晶は2～3mmの6．方錐のま＼残つていることが

多い。

　（7）　安山岩　本岩の産状には岩脈・岩床・岩瘤・熔

岩等の形式がある。第三紀層上を広域にわたつて溢流被

覆する熔岩型のものが最も大規模で，柱状節理・板状節

理が特徴的である。

　　　　　　　　　　　　ヤ　産状に関係なくすべての斜方輝石安山岩で，斑晶の斜

長石は柱状または卓状で0．2～2．σmmのものが多く，

臼
聚

連双晶をなすことがあり，』斜方輝石は0．2～1．5mm

のものが多い。

　石基は斜長石・輝石・磁鉄鉱等からなり，岩床』熔岩

型のものは一般にガラス質である。また熔岩型および岩．

床型のものの一部は流状構造が顕著で，銚子滝鉱山周辺

の熔岩型のものには角閃石を含んでいるものもある。

　輝石は概して中心部から壁開に沿つて絹雲母化し，周

縁部が緑泥石化している。

　玉谷部落・万年部落・障子山等に分布する安山岩は陶

石化作用を顕著に受け，陶磁器原料として稼行されてい

養，これは本地域に発達するアンチモニー鉱床と同期9

一連σ）鉱化作用に起因するものと考えられる。

　2．3地質構造

基盤の結晶片岩類の片理は一般走向N30～800Wある

いはN50～80。Eで，NまたはSへ20～80。傾斜し，軸

方向E－W，軸傾斜EまたはWへ300以下の背斜・向

斜を繰返している。片岩の線状構造も方位ほ穿E－W』

落しはEまたはW今301以下で・摺曲軸のそれと大体

心註2）　久万図幅3）によれば，・47α1ψhツll％吻nαz‘形αnn’

　　NムTH，」財gl翻5αビ％吻鵤如A，BRAWN，Clyρ6沈65

　　sp．Fruit　of　Acer等が鑑定きれている。

げ致している。』榴曲軸は千里口附近から大内野に至る南

北直距約5knlの間に1～2kmゐ間隔をもつてほy平

行して3本認められ，またそれらと平行して数條の断層

系がある。これらの断層系σ）うち，基盤だけに関係する

ものには落差50mに及ぶものがあり，基盤および第三

紀層に関係する新期の断層系には安山岩岩脈・アンチモ

ご一鉱床を伴なうものがある。

　そのほか基盤にはN－S，NNE，NNW等の群小断層

が顕著で，鉱床探査上多大の支障を与えている。

2，4鉱床

　本区域には緑色片岩中の含銅硫化鉄鉱床，石英片岩中

．のマンガン鉱床数らびに緑色片岩・含銅硫化鉄鉱尿・第

三紀層・第三紀火成岩等に関係する断層を充揖するアン

チモニー鉱床・安山岩・石英粗面岩の変質による陶石鉱

床等があり，そ旭らの関係から各鉱床の生成時期を推定

するうえに最も適切な地区である。

　（1）含銅硫化鉄鉱床は銚子滝鉱山のように10Q内外

の緩慢な落しで走向方向によく発達するいわゆる典型的

層状鉱床，満穂鉱山のように400内外の落しで傾斜方向

によく発達する円筒状鉱床および鳴滝・六郎等の一部に・

みられるそれらの中間的形態の鉱床の3形式に大別さ・れ

’る。銚子滝型の鉱床は鑛幅が厚く，緻密塊状鉱帯・ガリ

鉱帯・縞状鱗帯の明瞭な3分帯からなるがジ満穂型客い・

し中間型の一部の鉱床は一般に鑓幅が狭く，細粒，緻密

で黄銅鉱が主体をなす鉱石からなる。

　含銅量から鉱石を比較する≧，銚子滝型の鉱床は銅を

伴なうことがなく（CuO，ρ1～0。08％），素硫化鉄鉱だけ

からなり，満穂璽はCu2～3％の粗粒の含銅疏化鉄鉱

からなり，また中間型では10％内外のCu’を伴なう細

・粒，緻密の鉱石からなり，それぞれ特徴を示している己

　このことは各型の鉱床の生成にあたつて地質的條件の

差異によつておこるものと考えられるので，きらに地質

構造・母岩等から検討を加える必要があるものと考える。

　また本区域の含銅硫化鉄鉱床の通性として，鉱床の下　

盤際にいわゆるr黒ハブ層」を伴なう・。鳴滝鉱床の一部

および六郎山東麓の露頭では・「黒ハブ層」に直接黄鉄鉱・

黄銅鉱等が鉱染し，これが旧くから鉱石として採掘され

たものである。したがつて緑色片岩が広域に分布し，岩

相変化に乏しい本区域では，本岩層は鉱床探査に際して

重要な指準層として注意する必要がある。

　（2）　マンガン鉱床は弘法師部落南東方の古宮鉱山で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼稼行きれている。・緑色片岩中に介在する赤鉄石英片岩の

薄層中に膵胎する鉱床で・厚さ8m以下の「鍾の内」に

長径1m以下の大小不同の角礫状をなして高品位の部分

が存在する。「鑓の内」は含バラ輝石石英片岩からなり・
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片理に沿つて栗色ないし黒褐色のマンガン鉱石が胚胎し，

局部的にこれが肥大して角礫様塗なしている。’また々ン

ガン鉱石を貫沁く石英細脈・バラ輝石細脈が網状に発達

し，石英細脈にはしばしば鉄亜鉛鉱・黄鉄鉱・輝安鉱等

の硫化物を伴なう。したがつてマンガン鉱石として採取

しうる部分の量比は協程度である。　本鉱床は変成作用

の産物とし七母岩中のマンガン分が濯集し，珪酸マンガ

ン鉱を生成し，さらに酸化作用を受けた部分はブラウナ

イトのような酸化物に変化したものと考える。したがつ

て㌃鑓の内」には比較的明瞭に片理を残し，鉱石は稜角

に富む角礫状構造をもつている。1また晩期の珪酸および

．珪酸マンガンの濃集によつて石英細脈・バラ輝石細脈と

して片理および既成鉱石を貫ぬくものがみられる1

　，（3）　アンチモニー鉱床　万年・弘法師・鳴滝・銚子

滝附近に発達するE－Wの断層系には安山岩岩脈が貫入

し，その岩脈中または盤際に浅熱水性アンチモニー石英

脈が生成している。生成場所は緑色片岩・含銅硫化鉄鉱

床中の裂錘を充填するもの，緑色片岩・含銅硫化鉄鉱床

を貫絵く安山岩岩脈中に胚胎するもの（優量6）・銚子滝・

鳴滝），第三紀礫岩層を貫ぬく安山岩岩脈中またはその盤

際に胚胎するもの（銚子滝・万年・弘法師），安山岩岩体

中の裂罐を充填するもの（銚子滝鉱山北方の県道際）等が

ある。いずれも中新期の鉱化作用に関係するものである。

　2．5　地質構造と鉱床との関係

　第三系の発達が顕著なため，結晶片岩類の地質構造は

侵蝕作用を受けて地容状に露出する部分だけから推察す

るPほかない競地質構造と既知の含銅硫化鉄鉱床の分布

との間には密接な関連性があることが認融られる。

　鉱床の分布を支配する要素は1次的のものと2次的の

ものとに大別して考えなければならない．背斜・向斜構

造およびそれに伴ない平行する断層系が前者にあたり，

鉱体を分断する群小断層系およびそれに伴なう擾乱帯が

　　　　　　　　　　　　　　　、後者にあたる。

　大局的にみると，既知鉱床は1次的要素としての摺曲

の両翼に平行的に分布するととが第2図からも明らかで

ある。しかし1っの鉱床について微細に母岩の構造と鉱

床との関係を解析していくと実に複雑多岐であるが，鉱

体の落し・規模・覧形態・鉱石等の諸性質がこのような要

素によつて規制されている事実が理解される。

　櫻曲構造はE－Wの軸をもつものが優勢であるが，こ

のほかにこれと斜交するN－S系のものも微弱ながら存

在する。この種のものは銚子滝一鳴滝を結ぶ鉱床帯にみ

られ，また鉱床としては銚子滝鉱山坑内においてこのよ

うな小規膜な構造がみられる・すなわち両系の摺曲構造

の重複によつて鉱体の富鉱部と 尖滅部が形成きれる結果

となつたと解釈することができる。すなわち両系の背斜

部相互の重複部にはレンズ状の空間をっくり，1向斜部相

耳の重複部では両盤湖直接に接触するご叔こ起因して，

それぞれ富鉱部と尖滅部を形成するものである。Pさらに

1っの富鉱部だけについてみると，上盤側は比較的平坦

、であるのに対し，下盤側はうねり（摺曲）が顕著で，時

にはいわゆる「はねこみ」の現象を伴ない，また内部的

にも微摺曲構造を著しく示し，緩傾斜で辻り面を形成す

る等の事例が講められる・下盤母岩中に舌状に「はねこ

み」現象を示す典型的な例は銚子滝鉱山で，これを模式

的に図示すれば第3図の通りである。

（は徽こみ）

　　0　　　・　　　10　　　　　　2（）肌

　　　　　　　　第3図立面図
　「鑓の内」の微摺曲構造・辻り面等は鑓幅の比較的薄

い∫また縞状鉱だけからなる部分に明瞭に認められる。

その適例は六郎鉱山斜坑で，第4図のように模式的に示

すことカ∫できる。

　丁2，：ζ：1諺等霧蓄客議、彰調靴糠
亡馨萎奪…蒙多一簾彦葬’

　　髪多≧一一∫
　　　傷一多一つ一一
　　　　〇　　　　　　　　10　　　　　　　　20c硫

　　　　　　第4図　「鑓の内」内部構造の真例

　銚子滝鉱床のよラに鑓幅の厚い鉱床，または鳴滝鉱床

のように緻密，塊状のr鑓の内」からなる鉱床ではこの

ような内部的微榴曲構造は不明瞭であるが，顕微鏡観察

によつて六郎鉱床同様のより微細な構造がみられる。し

たがつて富鉱部を作る地質的な場はE－W，N一一S両

系の背斜構造が重複して生成されたレンズ状空間の内部

・で微摺曲構造が発達した部分である。

　本区域では母岩の片状構造が緩傾斜または急傾斜とな．

るとき鑓幅が細り，20～400の傾斜を示す場合に最も肥

大する傾斜がある。例えば1っの鉱床についてみても，
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構成する各単位鉱床の周縁の尖滅帯に近づくにつれて母

岩の片理の傾斜は次第に0。または90。に近づく。第3

F図の模式断面図はその真例を示す。鑓幅の厚い鉱床（優

量・銚子滝）は含銅品位の低い素硫化鉄鉱からなり，リ、

ボン状細脈で傾斜角のや、大きい鉱床（鳴滝・六郎・満

穂等の一蔀）は含銅品位の高い緻密，細粒の鉱石からな

る傾向が認められるが，これらの通性が各単独鉱体につ

いても符含する。すなわち緩傾斜の鉱床でも摺曲によつ

、て局部的に急傾斜を示す部分に含銅品位が高く，また比、

較的急傾斜の鉱床でも局部的に緩傾斜を示す部分では含

．銅品位が低い傾向がある。

　線構造と富鉱体の形態との間には第5図のような関係
　ノド

が銚子滝鉱山の坑内で認められる。線構造の方向は鉱体

　　　A　　　、／・
　　　　　　　　読　一．．脅ギ

、髪雛ぐ．
　／〆　　　　　　　をヤー　　　噸一線構造の方向

　　　　　　　　　　＼　一一一芋習曲軸

　　　　　　　　　　〆　　　B　　　　　　　　　　、！
　　　　　　　〆で　　⇒
　　　　　　　　　→　〆　　　　　上盤　　　　　　　’』

　　　・〆一＼〆多、1ン’

　　　　　　　　←　局部的線構造の方向
　　　　　　　麺全体的緑描造の方向

　　　　　　　　　第5図
　　　A　鉱体と母岩の線構造・摺曲軸との関係（平面図）

　　　B　母岩の摺曲構造と線構造との関係（立面図）

の切線方向に発達し，尖滅附近に収敏する傾向がある。

リボン状細脈をなして伸長する鉱床ではこの関係が不明

瞭で，母岩の線構造と平行して鉱体が発達するようにみ

える。

　以上のような「鑓の内」における構造と鉱床との関係．

についではすで14加納博が田老鉱床7）で確認し、ている。

このような事象は今後の含銅硫化鉄鉱床の富鉱部を探査

するにあたつて重要な指針となるものと考えられる。

　2．6　探鉱および開発上の問題　　一

一本区域は第三系の発達が著しいため，含銅硫化鉄鉱床

の胚胎する緑色片岩帯を追跡することが困難で，したが

つて鉱床露頭々発見する機会が限定きれている。既知鉱

犀を中心として坑内から探鉱していぐことはもちろんで

あるが，これと併行してきらに未知鉱床帯を積極的に探

査することは本区域のこの種館床の開発発展上重要なこ

とである。これらの探査については，局部的に露出する

（第7巻　第4号）』

緑色片岩類および既知鉱床から得られた結果に基づいて

鉱床帯を把握することができるものと考える。

　探査の方法としては，本区域の既知鉱床の盤際にいわ

ゆるr黒ハブ層」を随伴する傾向があるので，これを示

準層として取り扱うことである。また鉱体群は雁行弼列

することが多いこと，鉱体の末端部で縞状鉱または鉱染

帯となつて分散する傾向があること，鉱床の上下盤に緑一

泥石化・珪化作用等による変質帯を伴なうこと，「鑛の内」

には鑓の内摺曲・辻り面等の複雑な構造が発達するこ

と，線構造と鉱床との間で伸長方向・落しが一致する傾

向のあるζと等の既知通性を考慮して探鉱することが必

要である。このほか電気探鉱法を並行して行うことも必

要である。本区域は第三紀層の厚さ，鉱床準までの深

度・地形等によつて開発上にも自ら限度があるが，将来

の問題として考慮する必要があろう。

　筆山岩の産出状況を適確に把握することも探鉱上重要

である。岩脈・岩床状のものは一般に小規模できほど影

響はないが，岩瘤・熔岩流をなす場合には立入坑道の位

置等は充分吟味する必要がある。

　　　　　　　　3．各　　論

’3．1銚子滝鉱山

　3．1．1　位置・交通（第1図参照）

　愛媛県伊予郡砥部町字千里，城山北西山麓1松山市南

方直距約15km（5万分の1地形図・：松山南部）。

　松山市から小田町村方面行きバスの定期便があり，銚

子滝停留所で下車すれば徒歩約・500皿で現場に達する。

　鉱石の運搬系統は次の通りである。

闘篶灘嵐詳三津浜幽鰍誰

　β．1，2沿革　、

　本鉱山は大正初年，日南鉱業株式会社の分身藤野鉱業’

株式会社が六郎鉱山の支山として銅鉱を目的に大正坑を　　、

開坑したあが始まりである．，その後大正坑から鑓押しで

現中切坑地並を稼行し，現地で自家製錬を行つに。昭和

23年10月，現鉱業権者大前兵治がこれを買収し，中切

坑地並の残鉱整理を行うとともに・中切坑東端の南北断』・

層に沿つて堅第を開墾し・．断層東部の鑓先を約45卑下

部で確認した。これに向かつて昭和26年10月から安山

岩熔岩をきつて大切坑を開坑し，坑口から約270mで着

鉱した。以来開発の主力を大切坑の発展に注ぎ，現在東

方へ鑓押を続行中である。

　3．1．3鉱区・鉱業権

　愛媛県採掘権登録第165号

　鉱業権者　愛媛県伊予郡砥部町　大前兵治
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　鉱区面積　　　748，810坪

　3．1。4地形・地質（第2， 6図参照）

　鉱山の北東部にあたる砥部川流域は著しい侵蝕地形を

示し，標高570血の城山山頂部から同・170mの砥部川準

までの北東斜面には節理に富む安山岩熔岩・緑色片岩等

が急崖を形成し，比高数10mの爆布が所々にみられる6

1
，
中切坑・大正坑坑口附近はよく開析され，基盤の緑色片

岩類が地窓状に露出し，’鉱床露頭も存在するが，南西部

一帯は新第三紀礫岩層に厚く被覆きれて平坦な台地状地

貌を呈する。「開析きれた平坦地には鉱山住宅その他の施

設が設けられ，’急崖上には索道が架設きれている。

　基盤は三波川系の緑色片岩類からなり，　一般走向N’

80。WでNへ20～40。傾斜する単斜構造をなす。線構

造は：N80。E』一EW．で5～10。Eの落しを示す。鳴滝鉱

，山西部附近では5～10。Wの落しとなり，E－W系の著

レい向斜構造と球一S系の緩慢な向斜構造とが城山附近

で交叉することが推定され，この盆状向斜帯の東翼およ

び西翼にそれぞれ鳴滝鉱床・銚子滝鉱床が分布するもの

と考えられる。

　基盤とこれを不整合に被覆する新第三紀層との間には，

角礫様緯色片岩塊だけからなるいわゆ、る基底礫岩層が

10m内外の厚きをもつて介在している。新第三紀層は

礫岩を主体とし，砂岩・頁岩・砂質礫岩等の薄層を伴な

い，大切坑の立入部では砂岩・頁岩の耳層中に椛・櫓等

の葉・茎の化石を産出し，また一部には厚さ数cmの亜

炭層が介在する。きらに新第三紀層は輝石安山岩熔岩に

被覆され，両者の境界部に沿つて石英粗面岩が岩床状に

貫入していることがある。安山岩・石英粗面岩は局部的

　　　　　　　　　ノに陶石化作用を著しく受けている。また輝石安山岩が岩

脈状をなして随所に発達し，アンチモ，二一鉱床を伴なう

ことがある・岩脈の選出には規則性があり・含銅硫化鉄

鉱床を挾んで南部と北部にE－W方向に平行するF2條・

の岩脈と，これらの中間部にあつて含銅硫化鉄鉱床を貫

ぬきアンチモニ〔鉱床を伴なう同系の岩脈とがある1（北

部の岩脈にも大切坑地並ではアンチモニー鉱床を伴なう

ことがある）。

　3・1・5，鉱　床（第6図参照）

　緑色片岩を母岩とし，その片理にほダ平行的に胚胎す

るいわゆる層状含銅硫化鉄鉱床で，E－W方向に伸長す

る鉱体群からなる。鉱床の一般走向はN80。W，傾斜

20～30。Nで東方に10。内外の緩漫な落しを示す。鉱床

の規模はE－Wの走向方向に約250m，N－Sの傾斜方［

向に約701n，厚さ平均約4mが現在までに確認きれてい、

るが，現在稼行中の大切坑東押引立附近では3～4mの

厚さを保持しており，東部延長上にさらに鉱床の存続す

ることが推定きれる。

　大正坑西坑地並で稼行きれた鉱体と中切坑地並で稼行

きれた鉱体とは別個の鉱体とみられ易いが，大正坑附近

から新第附近にかけては鉱体群の周縁相を代表した部分・

にあたり，また大正坑東坑引立附近に発達する断層等の

影響で擾乱きれた部分にもあたるので，一見したところ

2枚の鉱体からなるもののようにみえるものと考える。

　大正坑西坑口附近では鉱床の下盤際にいわゆる「黒ハ

ブ層」が認められるが，大切坑地並の鉱床の下盤際に発

達する「黒ハブ層」はこれに対比きれるものと考えられ，

．これは鉱床を解析するうえに有力な手掛かりとなつた。

中切坑と大切坑とを連絡する比高’43mの竪坑には別鉱，

体の存在を認められない事実もあり，今後中切坑地並か

ら上下に試錐探鉱が試みられれば，さらに鉱床2枚説の

当否が明白化きれるものと考える。

　鉱床は厚き5m内外の同一層位の「鑓の内博雁行状に

配列する多数の富鉱体の集合から構成きれている。「鑓

の内」は第7図に示すように，1下部から上部へ向かつて

塊状鉱帯・ガヲ鉱帯・縞状鉱帯の3分帯から構成される

が，この＄分帯からなる部分が富鉱体で，富鉱体の周縁、

一　上盤『　．＿－＿一一，グー一

　一二，一　ニニ＿乙ゴー一二
　一二5一一窪三一一を二f∫＝』’　　系高／犬金広帯

　　　ノ　イ　　ノロヲロじロロノヂ

、馨そ窓i獄ガリ鉱帯

，1難マ☆読
☆vマ》〉V〉〉〉〉塊状蹄

　　　　ペノ　　　　　　　　　　　　　　　　　V　　　　　　　　V　〉

　　〉〉〉y　v、ヅ究1

　　一　一1二’く，1

第7図　「鍾の内」模式立面または平面図

鑓の内

ないし尖滅帯は縞状鉱帯または鉱染樽のみからなり，次

第に分散していく。1っの富鉱体における各分帯の厚き

は最大それぞれ2m，3mで，本鉱山においては塊状鉱

帯のみを抜き掘りし，他の部分は天盤に残したま㌧にし

ている。縞状鉱帯は母岩の片理面に沿つて素硫化鉄鉱が

鉱染する部分と，しない部分とが縞状構造をなすもので，

母岩緑泥石化作用を弦く受け亡濃緑色の油肌を呈する。

ガリ鉱帯は縞状鉱帯と塊状鉱帯との中間性の様相を示す

部分で，僅かに片状構造を示し，一般に珪質である。塊

　　獅8一（158）‘



愛媛県中部地域含銅硫化鉄鉱床調査報告（1）　（高瀬　博）

第2表
位 置

大正坑東坑引上
中　　　　切’　　坑　　　　ゴヒ　　　音呂・

　伺　　　　上
中切・坑西端部
　同　　　　上

中切坑中央部
中切坑東端部
　同　　　　上
中　切坑　南　端　引1立

大切坑立入北』部
大切坑
　同「

　同
　同
　同
　同
　同
　同

中　央

　一上

　上
　上
　上
　上
　上
　上

部

大　切　坑　南　端』引　立

走　向

　N40。E，

　N80QE
　N800W
　N88。E
　N8ρ。W

　E－W
N－S～N20。W

　N50QE
　N60QE

N60。W
N55。E

N50。E

N60DE
N70。E

E－W
E－W
N80。W

N60。E

N50QE

傾　斜

60。E

50。N
75QS

70QS
goo

30～700S

70～800E

50～70。S

50。S

50。N
50QS

70。S

50？S
700S

70。S

70QS．

70。S

25。N

15。S

落　「差

10m

0。5－

1
1

4σ

7

1
1
1
2
1
0．7

0．3

備　考

安山岩岩脈

同上

安山岩岩脈

安山岩岩脈

・安山岩岩脈（sb）

r
安
山
岩 岩脈

状鉱帯は緻密，細粒の硫化鉄鉱のみからなり，片理を留　　地並とも安山岩岩脈に遭遇すると立入掘進を中止してい

めず脆弱である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　’るようであるが，岩脈はいずれも小規模であり，鉱体に

　塊状鉱帯とガリ鉱帯との境界部およびガリ鉱帯・縞状　　対しては変位その他ほとんど影響はないようである。中

鉱帯中には，厚き数cm程度の緑色片岩の薄層を頻繁に　　切坑地並北部下り附近では鉱床を貫ぬく安山岩岩脈周辺

介在するが，この薄層にはほとんど硫化鉄鉱を鉱染する　　の鉱体が赤味を帯びて，俗に「シオヤケ」と称きれるも

ことがない。大切坑地並では塊状鉱帯とガリ鉱帯との間　　のがあり，黄鉄鉱が赤鉄鉱化または炭酸化（方解石？）
’
に
あ

る厚さ数cm．の緑色片岩の薄層に沿つて，緩傾斜の　　している。

辻り面ないし断層が発達し，断層角礫中には鉱石の破砕　　　本鉱山の鉱床の胚胎状況の詳細については，鑓幅が比

角礫もみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1較的に厚いこと・探鉱坑道開墾が進展していないこと等

本鉱山には鉢床生成後の断層が多数存在する。なかに　　のために，充分に探知することが困難であるが，鉱床周

は約46mに及ぶ落差を示すものもあり，探鉱上の障害　、縁相を代表すると思われる中切坑西採掘跡では・走向延

となつた例もある・代表的な断暦系を綜合す為と第2表　　長約10m・傾斜延長約5m・最大鑓幅O・5m程度の単位

の通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉱体が多数雁行状に配列する状態が認められ8）・’本鉱床

．この表に示される通り，鉱床内部に発達する断層は走　・の胚胎様式の一端を示すものとも考えられる。坑内観察

向1∬E－WないしN50’一800E，傾斜70。S内外を示　　と以上の考えから推察すれば』本鉱床の中心部は中切坑

すものが大半を占め，これによつて南へ階段状に順次に　　と大切坑との間をN－S方向に走る大断層附近と考えら

1m内外の落差でずれている。したがつて大切坑地重で　れる・中切坑地並では鑓幅も最も厚く・またかつでは無

は見掛け上何枚かの塊状鉱帯とガリ鉱帯・縞状鉱帯とが　　選鉱のま＼出鉱された高品位鉱の部分もあつた・大断層

互層状を呈するのである。しかしこれを断層生成前の状　　東部の大切坑地並ではガリ鉱帯ではあるが品位は高く，

態に復元すれば，矢張り1組の塊状鉱帯・ガリ鉱帯およ　　1952年頃は盛んに鉱石として出鉱きれた・　大断層西方

び縞状鉱帯の3分帯から構成きれる鉱床である、ことがわ　　約60m附近から鉱床は次第に分散し始め，　また東方で

かる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は約80m附近から次第に珪酸の増加を示している・

安山岩岩脈は鉱床め上盤および下盤際の弱線に沿つて　　　3・L6鉱石・品位・

岩脈～岩床状をなして不規則に貫入す巻。本茸山では各　　　硫酸市場の変動に伴なつて鉱石として採掘きれる部分
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も常に変化している。　終戦後特に1950年頃は硫酸原料

が極度に不足していただめ，本鉱山では塊状鉱のほかガ　，

リ鉱帯に至るまで採掘出荷されたが，現在では塊状鉱帯

中の珪酸分の少ない部分だけを抜き掘りしている実状で，

、ある。鉱石は粗粒～中粒の黄鉄鉱を主とするいわゆる素

硫化鉄鉱からなり，脈石として石英・緑泥石等を伴なう。

　含銅品位はきわめて低く，黄銅鉱は鉱体下盤際の母岩

中に僅かに鉱染ないし細脈として認められる程度である。

各種鉱石の分析値を第3表に示す。一

　　　　　　　臼第　3　表

種・別，1

塊状鉱
　ガ　リ　鉱

縞状鉱
　　　　分析

3．1．7現．況

Cu
　％
0．01

0．01

0，08

Fe％1

36．68

29．99

18．06

s％1

40．28

29．44

19．95

Sio2％

：化学課　後藤隼次　1954－1

21．26

28．00

55．・82

最近の隼産量およびその品位を示せば第4表の通りで、

ある。

　　　　　　　第　4』表

年 度

1949年
1950

1951

1952

1953

生輩（薩）tl 品位（S）％

350～4001　・35
8・・一・，…／　35

　600　　1　35～38
600～900」　35～37
500～600　　　　　　　　35（レ36

・従業員は中切坑・大切坑稼行当時は70名内外であつ

たが，1953年初頭，労働争議等の関係で40名程度に減

少し，中切坑地並の稼行だけに注がれている。

　設備としては，

空気圧縮機　501P　・2台

難岩機S55　　　　5〃

　〃　25井　　　2〃

　〃　ストーパー　1〃

も

　　〃　シヤープナー1〃

　そのほか社宅・製材所・排水設備・索道トラック（2

台）等がある。一

3．1．8探鉱方針

　本鉱床甲東蔀延長は大切坑地並の東押しをきらに続行

して判断するほかない。鳴滝附近から立入探鉱を行うこ

とは現段階では時期尚早で，それより前に一応城山一鳴

滝間に電気探鉱を行い構造を究明したうえで，試錐等に

よつてある程度胚胎状態を確かめることが急務である。

西部延長は新坑以西に第三系の被覆が著しくなり，ほ、と

んど探鉱が進められていないが，上述の場合と同様な方

針によつて探鉱してみる必要がある。大正坑・新坑附近

は既知鉱床の酉周縁部にあたぐと考えられるから・新鉱

床を探査するためには纏およびそれめ以西の圏力∫、

最も重要な地点と考えられる。

　既知鉱床帯内においても優勢な断層が多数発達してい

るので，今後鑓押探鉱を進めて行く場合には一応断層の

存在を予想する必要がある。この場合は断層の性質を充

分に観察して，断層面に沿つて切上りまたは切下り探鉱

を試みることが肝要である。

　3．2鳴滝鉱山
　3．2。1位置・交通（第1図参照）

　愛媛県伊予郡砥蔀町字千里，砥部川沿岸，松山駅南方

直距14km（5万分の1地形図’：松山南部）。，・

　松山市から小田町村方面行のバスで千里口停留所下車，

砥部川沿いに徒歩約1k・nで現場事務所に達する。

　3，2．2沿革覧

　’本鉱山は終戦まで稼行されたが，終戦直前に軍の命令

によつて設備が撤去された。終戦後は休山していたが，

昭和24年にふた、び整備され，約1年間探鉱されたが

ふた、び休山しこんにちに及んでいる。

　3．2．3．鉱区・鉱業権・

　愛媛県採掘権登録第217号

　鉱業権者　東京都麻布竹谷町7．油谷鉱業株式会社　・

　3．2．4地形・地質（第2図参照〉

　砥部川水準から比高数mの山腹に開坑きれ，，東方と西，

方とへ鑓押しで坑道が開墾きれている。

　鉱山附近は砥部川の開析が著しく，県道から坑口附近

までは比高数10mの急崖となつている。

　鉱山附近は緑色片岩からなり，一般走向N40。Wで，1

NまたにSへ30～70。傾斜する。

　火薬庫北方約400m附近および向南方約200血附近に

は，それぞれE－W方向の軸をもつ背斜および向斜構

造の存在が考えられる。鉱床附近の緑色片岩の線構造は

一般にN80。Wの方向へ10～30。落している。

　3，2．5鉱床　　　　　　　 、む

　東坑は坑道崩壊のため鉱床の詳細は不明であるが，砥

部川を隔てて西坑鉱床と一連の関係にあるものと考えら1

れる。

　酉坑は黄鉄鉱を鉱染する厚き約70cmの緻密・塊抹の

黒ハブ層を追つて鑓押坑道を掘進している。鉱床の一般

走向はN40QW，傾斜10～30。SでN80。Wの方向へ20。

　内外の角度で落している。坑口から約200m附近には斜

坑が開竪きれ，黒ハブ層の下盤側にあり，黄銅鉱を主と甲1

する延長1m・最大鑓幅10cm程度の雁行状小銘体を追

跡して，・下部で最大鑓幅20Clnの富鉱体に逢着している。
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　斜坑側壁で認められる小鉱体における胚胎状況は第8

図の通りである。

　　翅黄銅鉱を主とする部分

　　匿五1翼鉄軸を主とする部分

　　囹備　　　　　 ＿．ζ．、づ

　　□肥儲　　　　斎．．｛拶グ
w
〆
諺

彩〃野・〆　。。、　、．

　　　　　　　　第8図
　鉱床の規模は走向延長約250m，傾斜延長約50m，最

1大鑓幅0．5mである。

　鉱石は黒ハブ層に伴なう緻密，細粒の黄鉄鉱・黄銅鉱

を主とする縞状鉱で，深部の銅品位の高い部分では黄銅

鉱を主とする塊状，綴密の鉱石となる。東坑鉱体の最高

銅品位は約11％，西坑のそれは約13％といわれる。

稼行当時の出鉱平均品位はCu3・く・4％，S30％であつ

た・塊状鉱の分析結果を示すと第5表の通りであう。

　　　　　　　　第　5　表

　　Cu％l　Fe％l　S％S鵡％
　　＆85「3575．，Fl2a581鉛24
　　　　　　　分析：化学課1954－1

　3．2。6現況
　昭和25年休山したま＼その後はほとんど保坑・排水が

行われていないため，東坑は入坑不可能，西坑も斜坑下

部は浸水のため入坑不可能で鉱床の実態、を充分把握でき

なかつた。今後は西方延長上の銚子滝鉱床との関係を究

めることによつてきらに西部延長が期待きれる。

　3．3六郎鉱山
　3，3ユ　位置・交通（第1図参照）

　愛媛県伊予郡砥部町字銚子滝，砥部川東岸山腹，松山

駅南方直距16km（5万分の1地形図：松山南部）。

　松山市から小田町村方面行のバスで上尾峠下車，徒歩

約500mで現場に達する。

　稼行当時の運搬系統は次の通りである。

　　　索道　　　トラック　　　　海路
　選鉱場一→県道　　　→三津浜港一→別府化学
　　　300m　　　26km

　3．3．2沿革
　明治初年から日南鉱業株式会社の分身藤野鉱業株式会

社が鋼鉱を目的として稼行した。1

　昭和23年⑳耳・現権者がこれを買収し，昭和25年，

10月か、ら約2年間稼行したが，品位の低下と鑓幅の縮小

のため休山し，こんにちに及んでいる。

3．3，3　鉱区・・鉱業権

愛媛県採掘権登録第165号

　鉱業権者　愛媛県伊予郡砥部町銚子滝　大前兵治

　3．3．4』地形・地質（第2図参照）

　砥部川の上流で附近には第三紀礫岩層が厚く発達する

ため地形はきわめて緩慢で台地状を呈する、

　砥部川沿いの若干開析された部分のみに緑色片岩類が．

分布し，上尾峠・六郎山周辺は第三紀礫岩層および角閃

安山岩熔岩によつて厚く被覆されている。また局部的に

は安山岩が岩脈または岩床としてこれらを貫漁いている

場合がある。

　基盤の緑色片岩類は上尾峠北部附近でN60。E方向の

軸で向斜構造を示すものと考えられる。

　3，3．謬　鉱床（第9図参照）

　本鉱床は緑色片岩中に胚胎するレンズ状ないし層状の

含銅硫化鉄鉱床であぐ・母岩の一般走向・傾斜はN80QE・

30。N，線構造はほダEへ10。落している。鉱床の一般

走向・傾斜はN80QW，30～60。NでN800W方向＾
10～200の落しを示す。

　鉱体の上盤は千枚質緑泥片岩，下盤は珪質の緑色片岩

のことが多い。・富鉱部附近では上盤側に直接して黒ハブ

層が発達するが，鉱体下部の周辺帯では鉱体の下盤側に

約15m離れて黒ハブ層が存在する。最ポ部め坑道地並で

は黒ハブ層が鉱体と分離するとともに鉱床自身も延長約

！0m，厚さ10cm内外の雁行状小鉱体群として分散する。

最下部坑道地並（鑓押坑道）には走向E－W，600Sに傾

斜する落差5m程度の逆断層が発達し，また斜坑東部に

はN50。E，75QSEの逆断層に沿つて幅約5mの安山岩岩

脈が貫込して鉱体を分断している。鉱床の規模は走向延

長約300m，傾斜延長約100m，最大鐘幅約．1，5mであ

る。富鉱部を切上る斜坑の側壁にみられる「樋の内」の

構造は・第4図に図示した通り縞状鉢の微摺申の集合で，

見掛け上膨縮している。本鉱床は富鉱部は60～70。に急

傾斜し，尖滅部では10～20・の緩傾斜となる』

　鉱石は細粒，緻密の比較的含銅品位の高い硫化鉄鉱か

らなる．黒ハブ層に伴なう縞状鉱は含角閃石赤鉄石英片

岩の片理に沿つて黄鉄鉱・黄銅鉱が鉱染する低品位鉱か

らなる。

　稼行当時出鉱きれた鉱石の分析結果は第6表の通りで

ある。

第　6　表
一…

鰯1一π所s％ISiq％
1．17 　　　レ40・5㌧45・55

分析：化学課　1954－1

7．20

3，3．6現況

昭和27年10月休山以来保坑’・排水が行われていない
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浸木

　　　　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごヨ　　　　　60　2×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　イ　　　ド

饗

　　　　　　囮「二］・匿］國圏　／　ゾ
　　　　　　鉱体緑色片岩珪質緑色片岩黒ハづ安山岩岩．脈断層走向傾斜お
　　　　　　（採堀済）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ礪講造の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方位傾斜角　一

　　　　　　　　　　　　第9図　六．郎鉱山坑内地質鉱床図一

ため，最上部地並の坑道は崩壊しか＼り，斜坑は湧水量

が増大している。

　今後の探鉱方針としては，露頭部の南延長上および大

切坑斜坑下部の精査によつて未稼行鉱体を把握する必要

、がある。

　3，4満穂鉱山
　3．4．1　位置・交通（第1図参照）

　愛媛県伊予郡広田村大字満穂，上尾峠南東直距3km，

松山駅南オ直距18km（5万分の1地形図：松山南部）

　松山市から小田町村方面行のバスで大内野停留所下車，

篠谷部落を経て徒歩約1．5kmで現場に達する。鉱山稼

行当時の運搬系統は次の通りである。

　　　索道　　　　トラック
　坑ロー一ラ篠谷部落一一→松山駅
　　　約500m　　　約25km

　3．4．2沿革
　開発の歴史は古いが・最茸では昭和27年春から約1

年間住友金属鉱山株式会社によつて探鉱されたが鉱況優

れず，ふた＼び休山してこんにちに及んでいる。

　3．4．3　鉱区・鉱業権

　愛媛県採掘権登録第177号

　鉱業権者　東京都港区芝新橋　住友金属鉱山株式会社

　3．4．4地形・地質（第2図参照）

　上尾峠・満穂部落一帯は第三紀の礫岩・砂岩・頁岩等

によつて厚く被覆され，緩慢な台地状地貌を呈するが，

鉱山附近尽大内野部落附近で玉谷川に注ぐ支流沿いに僅

かに開析が進み，基盤の緑色片岩類が地窓状に露出して．

いる。

　緑色片岩はN50。W，300Sの一般走向・傾斜を示し，

北方の六郎鉱山との間に1っの背斜構造の存在が考えら

れる。緑色片岩類の上部にはほダ水平に第三紀層がのり，

これらを輝石安山岩6玄武岩が随所に岩脈状に貫ぬいて

いる。

　3．4．5鉱床

　坑内の保坑・排水が不完全なために坑内での観察は行

えなかつたが，露頭部の状態から推して鉱床の一般走向・

傾斜はN50QW，300Sで，母岩の走向・傾斜とほ寮一

致するが，線構造はS70。W方向に30。の落しを示す

点からみて，鉱床は傾斜方向に発達するいわゆる「竿鑓

型」のものと考えられる。露頭部の鑓幅は10cm内外で

ある。

　鉱床の上盤母岩は石英・普通輝石等を伴なう珪質の緑

色片岩で，輝石の一部は緑泥石化・緑簾石化作用を受け

ている。下盤母岩は絹雲母・緑泥石・緑簾石、・右英等を

伴なう若干粘土質の緑色岩からなる。

　鉱石は粗粒の黄鉄鉱からなり，黄銅鉱・斑銅鉱が鉱染

ないし細脈として伴なつている。

　露頭部はほとんど縞状鉱で，これを透過顕微鏡下で観

察すると第10図の通りである。

　坑外貯鉱を分析した結果は第7表の通りである、。
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石英幾馨：謡縷＼…
　　　簿鰐翻騨＿　
　　　　　　　　　　　　　　　　　石英
　　0　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　2mm

　　　一
第10図

第　7　表

Cu％l　F・％l　S％t　Siq％
　　・・7・13a33い・・89　’766

　　　　　　　分析：化学課．、1954－1

　3．4．6現況
　調査当時は休山中で保坑・排水が行われていなかつた。

貯鉱はほとんど皆無で，坑外の廃石量も比較的少なく，

小規模の稼行に終つたものと考えられる。

4．その他の鉱床

4．1万年鉱山
1
4
．
1．1　位置・交通（第1図参照）

　愛媛県伊予郡砥部町万年，間戸峠北東1km，　松山駅’

南方直距14km（5万分の1地形図：松山南部）。

　松山市から小田町村方面行バス万年停留所下車，沢沿

いに南西方向へ徒歩約1．5kmで現場に達するみ

　運搬系統

　　　　　木馬　　トラック
　坑口選鉱場一一一→万年一一→松山駅
　　　　　一1．5km　　　　17km

　4．1．2、沿　 革　、

　徳川時代大洲藩主加藤公の経営が本鉱山g端緒といわ

れ，上部の旧坑・露天掘りはその当時のものと伝えられ

る。明治7，8年頃藤田組がこれを引継ぎ主として杖ケ谷

Fで稼行された．現在稼行の対象とされている長谷山は明

治26年頃，岩間重吉が大式坑・金比羅坑を開坑したのが

初まりで，当時月産30t内外出鉱している。その後権者

一は数代変遷したが，依然として年間60～100t程度は出

鉱した記録がある。終戦後一時休山していたが，昭和27

年9月から現権者が操業し，　昭和28年3月から出鉱を

開始した。

4．1．3　鉱区・鉱業権

愛媛県試掘権登録第41275号

鉱業権者　愛媛県伊予郡砥部町宮ノ瀬

、4。1．4地形・地質（第2図参照）

大貫和一

　本鉱山附近は第三紀礫岩層によつて厚く被覆きれ平坦

な地形を呈するが，山頂部には角閃安山岩熔岩が分布し，

両者の境界面に沿つて侵蝕が進み局部的に断崖が形成

されている。安山岩はしばしば陶石化されており，陶石

原料として採掘されている。また礫岩層を貫ぬくE－W

系の安山岩岩脈も顕著である。

　4，1．5鉱床
　鉱床は裂罐充墳型含アンチモニー石英脈ないし粘土脈

であつて，礫岩層を貫ぬく厚き1．5～2．Omの角閃安山

岩岩脈の盤際および礫岩中の裂罐に沿つて胚胎する。

　安山岩岩脈および裂罐系は一般に走向E－Wで疸立す

るものが多く，一部N600E系の裂罐にもビリ鑓が認め『

られる。古い記録によればE－W方向に露頭が約2，000

m連続すると伝えられている。酉方延長上には南山崎村

障子山南方工，6km附近から佐礼谷村方面に，E－W系の

アンチモニー7鉱床群が知られており，また東方延長上に

は横道一弘法師一古宮等のE－W系の鉱床群があり，万

年鉱床を中心とするE－W系の構造線に沿つて行われた

浅熱水性アンチモニー鉱床帯が考えられる。’現在稼行中

の万年鉱床は大切坑・旧坑・2号坑・3号坑等によっぞ

掘進きれぞいる鉱脈と，それより南方約30mを距て，

平行する鉱脈とからなり，走向延長約250m，傾斜延長
㌧
約

100m，最大鑓幅20cmが確認されている。、鑓幅の膨

縮は著しく，また不毛石英ないし粘土脈の部分も多い。

　富鉱部の概略を図示すると第11図の通りである。　鉱

　下盤

恕v．1☆ll∴
vlvAV〉v』Bl・／♪「Dゾ。．，・E・
　V　　　V　　V　　V　　　　　　　　　．』C　　　　＼　　　　。’V　　V　　V　　v
　　　　　　　　　　　z　＼／　　　　o　　。
　V　　V　　V　　v
v　〉　）　v　v・　　　＼－　　。・　6
　　　　　　　　　　　〆　　＼’
　　　　　　　　　　　－　／　　　。　G　。　V　　V　　V　　V

　　　　　　　　　　　　　レ　　　レ

　　　V　　　V　　）　　　　　　　　　　　　　ノ　　 の

　v　　　　　　　　　　　　　　　〆　／　　　　。　　σ

〉〉VvVv））V一　　＼一＼・6．
V・　y　　v

A：

C：

Eヒ

　〉　v』8伽13働ノ0伽　　戸　。

　　　　第11図　．
角閃安山岩岩脈　　　B＝陶石化した安山岩・

石英脈　　　　　　D：鉱石
礫岩

・石は緻密，細粒の輝安鉱の集合勉らな軌黄鉄鉱・石英・

方解石等の脈石を混える。稀に長軸数cmの輝安鉱の美

晶を産出することがある。Sb20～40％，SiO210～40％

で鉱石の品位は不同である。

　4．1．6現況

　現在主として2号坑の鍾押を行つている。昭和28年3
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　　月以来従業員8名で月産2～5tの選鉱精鉱（Sb2S325～

　　50％）を産出し，大阪方面の燐寸工場に売鉱している。

　　選鉱法は塊鉱は手選，粉鉱は樋流しを行い，上鉱1（Sb2S3

　　50％）・中鉱（Sb2S335％）・下鉱（Sb2S320％）に分別

　　している。

　　4．2古宮鉱山
　　4・2ユ、位置・交通（第1図参照）

　　　愛嬢県伊予郡砥部町弘法師，坂本村羅川，松山駅南方

　　直距14．5km（5万分の1地形図：松山南部）。

　　松山市から小田町村方面行バスで千里口下車，砥部川

　　：支流を東進すること約3，5kmで現場索道終点に達する。

　　こ、から南斜面を比高約100m『登れば現場に達する。・

　　、運搬系統

　　　　　索道　　トラック
　　坑ロー→村道一一→松山駅・
　　　　100m　　　20km

　　4．2．2　沿革

　　大iE8年採掘鉱区となり，その後昭和7，8年頃吉田

　　某が稼行，　昭和26年1月現権者がこれを引継ぎこんに

　　ちに及んでいる。

　　4，2．3　鉱区・鉱業権者

　　愛媛県採掘権登録第173号－。

　　鉱業権者　愛媛県伊予郡風町村　池田　某

　　4．2．4地形・地質（第2図参照）

　　砥部川支流沿いの区域は開析が進み，緑色片岩および

　　それに挾有きれる紅簾赤鉄石英片岩・石英片岩等の露出

　　がよいが，北斜面は第三紀層が被覆し綾慢な地貌を呈し

　　ている。鉱山北西方の沢沿いには緻密，塊状，黒色の頁

　岩様岩石が局部的に露出し，安山岩岩脈に貫ぬかれた部

　　分にはアンチモニー鉱床を伴なつている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼』
　　4．2，5鉱床

　　緑色片岩中にレンズ状に挾有きれる石英片岩中のマン

　　ガン鉱床で，走向延長約300ml傾斜延長約30m，厚

　　き最大8mが確認きれている。母岩の一般走向・傾斜は

　　N80。E，10～20・Sで，線構造はEへ4Qしである。「鑓の

　　内」の厚きは比較的厚いが，黒褐色ブラウナイトの濃集
＼

　　する部分は長径1m以下の大小不同の角礫状をなして散

　　在する・「鍾の内ゴは紳粒・緻密のバラ輝石・石英の集合

　、からなり比較的明瞭に片理を留めている。、こ、れらを貫ね

　　いてバラ輝石・石英等の細脈が著しく，角礫状の鉱石の

　　周辺部には黄鉄鉱・鉄亜鉛鉱等の硫化物の鉱染が認めら

　れる。「鍾の内」を模式的に図示すると第12、図の通り

　　で，赤白珪石様の外観を呈する。鉱石として採取きれる

　部分は角礫状の黒褐色ブ、ラウナイトを主とする珪酸マン

　　ガン鉱で，これは「鍾の内」’全体の1／2～1／3程度である。・

　分析結果は第8表の通りである5

（第7巻　第4号）

　　　　　　　　　　｝一一・　・りV　＿己＿　　＿　　置　＿　・一・；．一ヒ』一7’＿一，㌃，’欺一罵vこr二二一。一

』尋鞠繧嚢壽

　　　　　　　oL＿」一＿」＿⊥」oGm

　　　猛ブラウナイト篭主とする部分
　　　隆…ヨ片理を留めるバラ輝石1石英の集合部．　　　一

　　　囲石英脈
　　　圃バラ輝石脈
　　z底］鉄亜錯鉱
　　Py画黄鉄鉱

　　　　　　　　第12図

　　　　第　8　表

Mn　％　　　　　　　　＆02％

47，・6　1　25、・2

　　分溺〒　＝イヒ学課　　 1954－1

　角礫部にバラ輝石の部分を混在する鉱石のMuは30

～35％である。

　4．2．蔭現　況

　東部露頭から鑓押で稼行している。坑内夫7名，選鉱

夫5名で月産40～50t出鉱している。母岩は甚だ堅硬

なため支柱を要せず，洞窟式に抜掘りしている。鉱石は

Mu45％以上，35％以上，30％以上の3級に分別し，

珪酸マンガン鉱として八幡製鉄および神戸製鋼へ売鉱し

ている。

5．結　　語

　（1）　本区域の含銅硫化鉄鉱床は三波川系緑色片岩類』

のなかに胚胎し，母岩の走向・傾斜および綜構造がそれ

ぞれの鉱床の走向・傾斜・落しとほ努一致している。

　（2）鉱床の走向・傾斜および落しの方位・角度等によ

っ．て鑓幅鉱石の性状等がある程度支配きれる傾向がある。

　（3）　富鉱体の生成位置は羅曲構造の密雑した場を占

めている。換言すれば一般走向・傾斜・線構造と一致し

ない母岩の部分でもある。このような富鉱部形成に伴な

つて，その周辺部には小規模の単位鉱体が雁行配列する

ものである。

4）　本区域の含銅硫化鉄鉱床の分布は平面的な断続

性は考えられうが，立体的には僅かな幅のみに賦存する　．

もののようである。このことはきらに調査地域を拡張し
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て層序学的に究める必要がある。

　（5） 本区域の含銅鉱化鉄鉱床に近接して伴なういわ

・ゆる「黒ハプ層」は古生層のマンガン鉱床に伴なう緻密

塊状あ珪質岩層（俗称親石）に相当するものと考えられ，

探鉱上有力な示準層として採用できる．本岩層は岩石学

的にきらに研究することによつて鉱床成因の解決上有力

な鍵となるものと考える。

　（6）　鉱床を分断する安山岩岩脈は一般に小規模で，

探鉱上大した支障を与えるものではない。

　（7）　輝安鉱鉱脈は安山岩・石英粗面岩等の陶石化作

用と関係ある一連の鉱化作用に起因するもので，これら

に伴なう黄鉄鉱の鉱染部を含銅硫化鉄鉱床と混同しない

よろに注意することも探鉱上必要である。

　（8）石英片岩中のマンガン鉱床は含マンガン珪質岩

層が動力変成作用によって再結晶し，片理面に沿つて含

珪酸酸化物が角礫状に濃集したものと考えられる。マン

　ガン鉱床に伴なう硫化物は，輝安鉱鉱脈等の隼成と同時

期の鉱化作用に起因するものであろう。

　　　　　　　　　　　　　　（昭和28年10月調査）
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